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新たな気持を胸に力強く入学の宣誓が行われた

す
が
す
が
し
い
秋
空
の
下
、
２
◇
◇
６
年
度
秋
季
入
学
式
が
、
Ю
月
２
用

（月
）
午
前

鸞
時
調
分
か
ら
本
学
か息
τ
簸
大
講
義
室
推
て
挙
行
さ
れ
た
。

今
秋
の
入
学
者
は
総
景
６６
嘉

（学
導
入
学
生
艶
窮
、
大
学
院
入
学
者
５
名
、
留
学
生
別

杵
入
学
生
必
名
）
で
あ

っ
た
Э

入
学
式
で
は
、
長
坂
信
夫
学

民
か
ら
、
一（
字
許
■
■
引
き
続

き
、
一，朝
懲
大
手
で
の
勉
強
・研

究
に
違
進
■
、
有
一壁
裁
な
学
生

生
溝
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。柱
Ｌ

の
告
書
、
宮
路
佐
理
事
兵

（赤

右
健
司
常
務
理
事
に
よ
る
代

読
了
？
，―，
、
「第

一
韓
、
常
ら
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
リ
ュ
ー
を
一高
め

る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

第
二
に
、
爾
々
、
自
分
自
身
に

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
諜
し
続
け

て
く
だ
さ
い
ｃ
第
二
に
、
他
流

試
合
を
通
用
す
る
人
材
に
な

や

て
く
だ
さ
い
。
第
囲
に
、
常
に

軌
笠
忌
Ｌ
斜
意

・
■
夫
、
誠
実
さ

を
も

っ
て
今
て
の
こ
と
に
あ
た

っ
て
く
だ
さ
い
。」
Ｌ
の
挨
拶
が

述
べ
ら
れ
、
入
学
生
の
代
表
か

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一建
学
の
精

才ｉｔ‐
を
進
守
し
、
学
業
戒
就
拒
角

け
て
努
力
す
る
。」
音
の
宣
警
が

行
わ
れ
た
。

競
入
生
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る

朝

日
大
学

で
の
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ

イ

フ
に
、
希
望

に
満
ち
た
表
構

で
あ

っ
た
◆

を
実
施
す
る
と
し
た
協
定
を
締

結
し
、
災
害
時
の
医
療
活
動
で

連
携
を
は
か
る
こ
と
と
な
っ
た

協
定
で
は
、
本
学
給
掘
病
院

の
施
設
ｉ
凛
徳
を
使
用
し
、
「重

傷
病
者
の
処
置
や
収
容

・
中
傷

病
者
の
処
置
、
さ
ら
な
る
拠
置

の
必
要
な
患
者
の
広
域
数
幾
病

院

へ
の
移
送
手
隠
、
際
療
救
護

活
動
の
記
録
年
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

協
定
締
結
の
た
め
市
役
所
を

訪
れ
た
倉
知
正

和
附
属
病
院
長

は

一本
院
で
は

す
で
に
医
科
歯

科

の
整
時
間
の

受
け
入
れ
体
観

を
筆
え
て
お
り
、

災
害
時
に
は
ぜ

ひ
瑞
穂
市
と
場

力
し
市
民
の
救

護
活
動
に
あ
た

り
た
い
。」
と

コ

メ
ン
ト
し
た
。

歯
藩

奮
｝
出

綸
診
療
科
、
総

合
鮨
診
療
科
）

と
内
科

（
一
般
内
科
、
整
形
努

科
）
を
設
置
し
て
い
る
本
院
は

今
回
の

一協
定
締
牡鮮

に
よ
り
、

地
域
社
会
と
の
連
携
が
よ
り
深

ま
る
こ
と
と
な

っ
た
じ

朝
層
大
学
麓
学
部
雉
属
病
院

⌒格
穫
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
端
穏

革
な
、
災
書
が
発
生
し
た
場
合

に
、
市
の
要
生購
卜に心
じ
ヂ＼杏
写

購
属
病
院
が
市
民
の
技
護
活
動

協定

イ
一

瑞穂市と災害時の数護活動協定を締結した購属病院
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何

が
最
高

の

形
な

の
か
っ
Ｌ

で
も
難
し

い
。

▽
爆
本

ハ
ム
が

プ

レ
，
オ

フ
を

制
し

て
パ
リ
ー

グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ

本
号
が
腺
る
頃
に
は
日
本
シ

リ
ー
ズ
も
終
え
て
い
る
だ
ろ

う
。
セ
リ
ー
グ
も
来
年
か
ら

こ
の
プ
レ
ー
オ
フ
観
を
導
入

す
る
と
閣
く
．
パ
と
用
じ
縦

度
な
ら
セ
パ
３
位
同
■
の
日

本
シ
リ
ー
ズ
も
あ
り
得
る
。

メ
ジ
ャ
ー
の
よ
う
″‐〓各
リ
ー

グ
の
下
に
３
つ
の
デ
イ
ビ
ジ

講
ン
が
あ

つ
て
そ
の
上
位
同

士
に
よ
る
プ
レ
ー
オ
フ
な
ら

分
か
る
，
単

一
嗜
／１
グ
で
１

年
畷
戦

っ
て
か
な
り
離
さ
れ

た
３
位
の
チ
ー
ム
に
も
日
本

一
の
可
能
性
が
あ
る
Ｌ
い
う

こ
と
で
あ
る
〉^
リ
ー
グ
戦
の

意
味
が
麗
わ
れ
る
◆
▽
安
倍

総
理
が
５
人
の
総
理
箱
佐
官

を
任
命
し
た
。
燭
僚
及
び
各

省
庁
と
の
関
係
は
ど
う
な
の

か
。
補
佐
官
綱
度
は
、
国
民

か
ら
直
接
選
ば
れ
る
大
統
領

組
の
下
で
馴
染
む
制
度
で
あ

り
、
議
院
内
閣
細
の
下
で
は

一船
頚
多
く
し
て
一
、
あ
る
い

は

「
二
重
行
政
」
に
な
り
か

れ
な
い
の
で
は
と
要
ら
ぬ
危

操
を
絶
い
て
し
ま
う
。
ア
メ

リ
カ
の
制
度
が
す
べ
て
い
い

と
な
銀
ら
な
い
。

はなみずき
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笏
本
学
１
号
館
大
講
義
室
に
お

い
て
、
瑞
穂
市
と
そ
の
周
透
魏

域
祥
あ
る
大
逓
共
立
銀
行
の
４

支
店
が
主
催
す
る

一第
重
回
フ

ーｆ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
チ
‥
媒
が
本

学
蕩
賛
の
も
と
羽
維
さ
れ
、
綾

事
事
や
端
糠
帝
、
本
美
市
な
ど

の
市
民
ら
約
１
０
０
名
が
本
学

法
学
部
大
塚
備
手
教
授
の
議
演

を
閣
い
た
ｃ

こ
れ
な
、
大
垣
共
立
銀
行
が

用
銀
行
の
進
め
る
地
域
活
性
化

事
業
の

一
環
と
し
て
実
施
し
た

も
の
で
、
小
学
で
は
、
同
セ
ミ

チ
ユ
に
対
し
、
一大
学
の
無
掩
財

第
菱
題
簿
を
避

え
る
朝
府
大
学
公

州
講
座
が
、
瑞
穂

市
総
合
セ
ン
タ
ー

（サ
ン
シ
ヤ
イ
ン

ホ
ー
ル
）
で
湖
催

さ
れ
た
。

本
学
で
は
、
「地

域
と
共
無
歩
む
大

学
と
し
て
君
嘆
の

研
究
成
果
を
社
会
に
遺
元
す

る
。
こ
こ
と
を
目
的
に
毎
年
身
透

な
講
題
を
テ
イ
マ
に

公
開
識
雇
を
開
講
し
て
お
り
、

競
に
遊
城
社
会
に
定
着
し
た
講

座
Ｌ
な

っ
て
い
る
。

本
年
度
態
、
霊
患
す
０
健
康
生

を
メ
ィ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
地
域

住
民
を
強
じ
め
と
し
、
多
く
の

参
加
を
得
て
次
の
と
お
り
麗
縫

さ
れ
た
。

〈９
月
９
日

（土
》

『音
楽
と
健
康
―
人
は
な
ぜ

音
楽
を
求
め
る
の
か
，
４

朝
日
大
学
歯
学
蔀
教
授
　
杉
村
惑
教

「オ
ベ
ラ
で
つ
づ
る
法
律
と
健
康
」

蒻
国
大
学
法
学
部
教
授
　
大
塚
舘
子

〈９
月
硝
日

（土
》

『音
楽
療
法
と
な
」

豊́■．生

講

離

　

トエ

学
部
学
院
大
学
助
教
授
　
鵜
毎
久
美
子

「歌
曝
と
健
康
―
歌
を
歌
っ
て

元
気
に
な
ろ
う

。
歌
唱
発
生

立日４
森
笙
仏
…
」

名
古
屋
芸
術
大
学
数
接
　
．二輪
弘
美

な
お
、今
回
の
講
座
は
、
専
鵡

的
な
難
し
い
内
容
で
は
な
く
、

置
輝
楽
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に

オ
ベ
ラ
鑑
賞
や
参
加
者
全
員
で

の
合
唱
な
ど
趣
向
を
こ
ら
し
た

産
転
を
地
域
の
皆
様
に
還
党
で

き
れ
が
と
、
第
１
層
の
開
催
か

ら
揚
賛
し
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
大
塚
教
授

か
ら

「知

っ
て
お
き
た
い
驀
綾

の
基
礎
知
識
」
と
題
し
て
、
身

近
な
事
例
を
取
り
入
れ
な
が
ら

為
容
で
行
わ
れ
、
開
講
式
で
は

２
日
間
の
全
講
義
を
受
講
し
た

６
３
７
名
に
対
し
て
、
長
坂
挙

２
◇
０
６
年
度
秋
季
学
位
記

授
与
式

ヽ
惨
丁
式
が
、
９
月
鶴

日

（上
）
嫌
本
学
６
号
館
大
講

↓義
室
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
ｃ

今
秋
の
卒
業
生
・修
了
生
は
、

学
部
卒
業
生
軽
名
、
大
学
院
修

了
生
５
嘉
、
留
学
生
別
科
修
了

生
整
名
で
あ

っ
た
。
式
典
で
は

長
坂
学
長
か
ら
、
学
位
記
、
惨

了
証
書
が
ひ
と
り
ひ
Ｌ
り
に
手

講
演
が
行
わ
れ
た
。
難
し
い
法

律
用
謡
も
わ
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
る
相
続
の
話
に
、
受
講
者

ら
は
自
身
を
重
ね
合
わ
せ
て
い

た
の
か
真
剣
電
蘭
き
入
っ
て
い

た
。今

後
も
こ
の
フ
ロ
ン
テ
イ
ア

セ
ミ
ナ
ー
ぼ
、
半
年
に

一
度
本

学
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

′

口

■

渡
さ
れ
た
。
教
職
員

。
父
母
等

に
推
手
で
送
り
鶏
さ
れ
た
事
業

在
た
ち
は
、
朝
層
大
学
で
の
日

塵議
霧
盟
軽

閉講式で ,と受講証が交付された

講 こ

筋

燃
縄

鋼

受講者全員で合唱しましょう

学位記・修了証書がひと呼ひとりに授与された

々
を
振
り
返
り
な
が
ら
も
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
新
生
活

へ
の
希

望
姪
満
ち
た
表
備
で
あ

っ
た
。身近な事例を取り入れた大塚教授の議演

日

田

函
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槻
剰
大
学
結

一事
業
の
具
体
始
な
計
遭
が
検
討

（教
員

ｉ
学
生
）
の
閣
に
あ
け

る
Ｂ
額
の
研
究
及
び
教
育
活
動

の
交
流

，
理
解
を
雲
る
こ
と
を

日
娩
と
与
た
介
藤
で
、
各
研
究

室
や
ゼ
ミ
か
ら
の
多
数
の
謙
告

が
叛
待
さ
れ
て
い
る
．

ま
た
、
配
念
行
事

の

一
環
Ｌ

Ｌ
て
、
妓
キ
県
あ
る
い
懲
東
海

地
Ｘ
の
事
業
所

一工
場

。
研
究

所
等
）
の
五
学
会
も
計
観
さ
れ

て
お
り
、
現
在
見
学
先
の
遼
定

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
経
営
学
会
が
本
学
に

耕
恩
大
学
Ｌ
婦
妹
校
協
定
を

締
結
し
て
い
る
メ
キ
ン
コ
畑
立

角
治
大
学
の
教
員
２
墓
と
学
生

Ю
名
が
、
短
期
海
分
研
修
の
た

お
け
る
教
育

‘
研
究
活
動
の
拠

点
と
な
る
よ
う
周
学
会
の
発
震

が
期
符
さ
れ
る
。

め
来
憩
し
た
。

京
番
を
訪
れ
爆
本
の
文
化
を

軽
能
し
た

一
行
は
岐
阜
に
調
着

後
、
本
学
に
お
い
て
、
大
学
の

▼
ン
テ
ス
ト
で
は
、
各
学
年

（
‥
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
１２
年

間
で
齋
本
の
海
校
ま
で
姫
当
た

る
教
育
貌
周
を
終
え
、
大
学
た

進
学
す
る
こ
と
に
な
る
１
）
ご

と
に
裁
優
秀
者
を
決
め
、
計
４

人
が
日
本

へ
握
待
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
◆
乾
年
生
５
人
、

■
年
生
６
人
、
Ю
年
生
５
入
、

３
年
生
３
人
は
、
今
年
の
テ
…

マ
　
今
、
世
界
が
必
要
と
す
る

も
の
」
に
従

っ
て
力

一
杯
ヨ
ン

テ
ス
ト
に
臨
ん
だ
ｃ

中
目
や
韓
国
で
の
ス
ピ
善
チ

コ
ン
テ
ス
ト
と
比
較
す
る
と
、

な
ｄ
を
か
が
や
か
せ
報
告
に
謝

き
入
っ
て
い
た
。

な
お
、
同
会
場
で
は
、
２
０

０
７
年
２
月
に
実
施
予
定
で
あ

る
峰
冨
学
部
警
目
の
オ
ー
ス

ト

ラ
リ
ア

（セ
ン
ト
ラ
ル

・
ク
ィ

ー
ン
ズ
大
学
）
海
外
観
修

⌒Ｃ

Ｑ
Ｕ
）

へ
の
参
加
者
募
集
案
内

も
行
わ
れ
た
。

機
要
説
明
を
受
妙
、
附
属
病
院

の
視
察
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

実
召
等
の
研
修
プ
爾
グ

ラ
ム
に
粘
力
鮨
に
取
り

組
ん
だ
。
研
修
を
そ

た

た
後
に
な
修
了
式
が
行

わ
れ
、
両
校
の
教
員
、

学
生
と
が
懇
親

二
父
流

を
さ
ら
に
深
め
た
後
、

メ
キ
シ
ョ
州
立
自
治
大

学
の

一
行
は
、
明
海
大

学
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
た
め
、
岐

阜
を
あ
と
に
し
た
。

日
本

で
の
研
修

が

実
り
多

い
研
修
＞
しな
る
手
挙
τ

期
待
し
た

い
。

そ
れ
悼
し
て
も

マ
ッ
カ
イ
の

冬
は
暑
か

っ
た
◇

〈
最
優
秀
貨

〉

厖
年
生
翼
マ
リ
ー
タ

・
チ
イ
ン

一
年
生
ド
ト
レ
イ
シ
ー
・
コ
ル
ど
ン

拗
年
生
眸
一ウ
キ
造
―
る
ア
ィ
ン
バ
ー
グ

８
年
生
測
グ
レ
ー
ス
・
マ
レ
ッ
ト

管
学
会

の
第
２

層
役
長
会

，
総

会
が
小
学
で
期

綻
さ
れ
、
学
会

歳
立
ヽ
年
記
念

さ
れ
た
ｆ，
そ
の
雑
柔
、
本
年
，

月
２２
療
一水
Ｔ
年
■
念
式
典
及
び

懇
親
会
、
ま
た
、
雰
貌
会
を
立

行
Ｉ
て
ボ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
開
往
さ
れ
る
こ
と
と
な

↓
た

ポ
ス
タ

ー
・ル
学
ッ
ンヽ

エ
ン
は
、

経
営
学
会

２
０
０
６
年
す

緋
鶏
大
学
笠
鶏
海

外
雛
修

（Ｌ
Ｃ
Ｌ

Ａ
Ｉ
経
常
学
部
Ю

名
、
法
学
部
う
名
、

引
４
教
員
２
名
一

が
実
施
さ
れ
た
。

一
行
な
心
万
”
暉

一自
｝
に
瑠
本
を

究
ら
、
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ａ

で
３
遇
燭
の
研
修

を
実
施
ι
９
月
ジ

君

（碧
）
に
全
長

無
事
好
覆
イ
ンた
０

|1手上ⅢI

・

・

１

１

ィ…

花

‐
，

‥

筆

↓

】■
帝

一″

一一
≡…

ｒ

ｉ

ャ

・■
…

…

…

手

‥

■
〓多

々

を

一
〓

ｒ

，

■
オ
〓を

，

生
【
〓
等

歩

登

鑑

蜜

妻

コ

ン

テ

ス

ト

（
〕
毛

＞

轟

認

篭
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農

裏
冬
だ
と

い
う

の
に
、
ち
ょ

っ
■
勤
く
を
汗
額
む
荘
の
場
気

一
で
あ

っ
た
◆

タ
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
鵜
北
東

郡
の
海
岸
線
に
位
置
す
る
マ
ッ

カ
イ
市
は
、　
一
年
準
気
候
温
暖

の
地
で
あ
る
。
帝第
７
ロ
オ
ー
ス

ト
ラ
奪
／
ア
ロ
本
語
ス
ピ
，
チ

昼
休
み
軽
５
号
館
議
義
室
で
殉

篠
さ
れ
、
短
期
海
外
研
修
に
参

加
し
た
学
生
た
ち
か
ら
は
、
Ｕ

コ
サ
ン
ゼ
ル
ス
事
構
等

の
報
告

が
あ
り
、
盛
講
し
た
学
生
た
ち

今
年
の
研
修
で
韓
、
夕
本
教
一一葡
＞
本
一芝
⇔

露
魂
一＜
≧
ごヽ
は
、
Ｃ

禅
´
縦
鞄
一単
球
郭
翔
磁
独
柱
雛

一
褻
痢
オ
ン ）と
〕

Ｆ大 ‐、
一守
つ
争
‥ツ ク
着
〔

ち
上
げ
が
あ
わ
（

り
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
一
キ
ャ
ン
パ
ス
な
お
い
て
開
催
さ

の
研
修
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
一
れ
た
◇
２．
人
の
準
高
生
が
エ
ン

生
活

・
譲
外
活
動
の
様
子
を
イ

，
ぉ
リ
ー
し
て
い
た
が
、
基
用
の

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
し
て
憲
本

で
も
鬼
る
ア
ア
」が
で
き
、
参
猿

〓
士
を
ゼ
ミ
指
導
教
長
Ｌ
の
問

で
大
￥
洋
を
ま
た
ぐ
指
導
の
様

子
も
見
ら
れ
、
実
り
多
く
右
意

義
な
海
外
研
修
と
な

っ
た
。

ま
た
、
こ
の
海
外
研
修
の
報

告
会
が
、
持
月
乾
底

（本
）
の

基
演
者
な
働
人
で
あ

っ
た
。

Ｃ
Ｌ
Ａ
で
の
研
修

彩
甕
毎
短
鶏
窟
整
堀

正
直
な
と
こ
ろ
レ
ベ
ル
な
や
や

抵
く
、
皆
、
紙
蕉
書

い
た
原
稿

に
す
が

っ
て
い
る
が
、
逆
に
か

え

っ
て
必
死
さ
が
伝
わ

っ
て
く

る
よ
う
な
気
が
す
る
Э
全
く
メ

モ
痛
紙
を
見
ず
に
議
す
３
年
生

は
、
イ

マ
ー
ジ
ョ
ン

行
ち

ぷ

り
つ
か
る
と
い
う
よ
う

な
意
味
か
。
）
ク
ラ
ス
で
、

週
に
２
霞
、
全
て
の
授

業
科
題
を
Ｂ
本
語
で
受

け
て
い
る
生
徒
達
で
あ

る
。
た
だ
し
、
「層
本
詩
」

と
い
う
授
業
科
割
は
な

い
そ
う
で
あ
る
ｏ

と
も
あ
れ
、
熱
戦
の

結
果
、
次
の
４
人
が
優

勝
、
日
本
拒
招
待
さ
れ

る
こ
と
と
な

っ
た
。
全

て
女
性
◇

留学生―行を本学関係者 (修7式とこて)日本に李召待される4人の優勝者

経営学言るの教育 =研究
の拠点となる 6号館
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縁
Ⅷ

Ⅷ

Ⅷ

Ⅷ

バ

≪

病
院
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
公
開
議

連
が
、
朝
荘
大
学
歯
学
部
附
属

付
上
記
念
病
院
内

の
講
義
室
に

て
魂
催
さ
れ
た
。

２
０
０
３
年
乾
月
か
ら
本
暁

で
は
、　
一
峻
市
民
、
学
生
の
方

に
ボ
ウ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
場
を

提
供
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
病

第
諾
用
全
目
歯
科
学
生
総
合

体
育
大
会

（冬
鶏
大
会
？
Ｃ
Ｏ

ど
、
現
在
鬱
名
の

一
般
市
民
の

方

々
が
、
「焼
由
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
こ
Ｌ
う
て
本
婉
職
員
と
共
に

活
盤
し
て
い
る
。

今
回
の
企
再
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

へ
の

一
輝
の
理
解
と

そ
の
濃
動
の
哀
芝
を
広
げ
る
た

め
、
附
属
村
主
記
念
病
貌
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
傘
の
主
催
で
開

綻
さ
れ
た
。

当
爆
想
、
催
寮
講
座
Ｌ
う
て
、

岳
半
乾
月
舞
日
～
２
０
０
６
年

お
月
蛉
憑
、
夏
期
大
会
２
◇
◇

６
年
７
月
郷
日
～
２
◇
０
６
年

８
月
姥
癬
）
が
日
本
大
学
松
戸

歯
学
部
の
事
務
主
管
に
よ
り
醒

緯
さ
れ
た
。

全
圏
釣
大
学
中
、
小
学
歯
学

部
な
総
合
成
績
で
み
ご
と

一ィ第

６
位
」
を
を
得
す
る
と
い
う
／好

成
績
を
奴
め
た
◆

ま
た
、
幕
閣
別
で
な
ゴ
ル
フ

本
院
救
急
診
療
郵
の
石
洋
部
長

か
ら

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
教
あ
に
一

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
一Ａ
Ｅ

Ｄ

（自
動
然
外
式
除
組
動
藉
江

の
詳
，
い
説
明
の
後
に
は
、
参

加
監
が
実
際
に

「人
体
人
形
一

を

奮Ａ
Ｅ
Ｄ
」
を
使

っ
て
救
命

拠
風
を
模
媛
体
験
し
た
。

ま
た
、
嫉
長
中
ボ
一フ
イ
ア
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
コ
‥
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
大
熟
先
任
か
ら
は
、
「ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
じ
め
の

一
歩
」
と

題
し
た
タ
イ
ト
ル
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

既
に
本
院
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
を
行

っ
て
い
る
着
さ
ん
、

一
般
市
民
の
方
々
、
本
院
で
現

在
臨
床
実
習
を
受
け
て
い
る
藁

大
生
、
盤
療
技
術
短
大
生
、
専

理
学
校
生
、
看
畿
師
を
は
じ
め

本
院
職
兵
も
多
数
参
加
し
、
「ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
意
義
と
目

釣
」
を
故
め
て
理
解
す
る
有
意

義
な
機
会
と
な

っ
た
。

今
回
の
公
開
護

雛
を
機
に
、

今
後
病
院
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

の
輸
が

一
層
広
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

静
岡
県
日
本
サ
イ
ク
ル
ス
ポ

ー
プ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
現
在
全
懲

本
男
子
バ
レ
ー
ボ
‥
ル
チ
，
ム

の
強
化
に
尽
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
周
氏
矩
続
き
２
人

遺
の
委
嘱
と
な
る
。

ま
た
、
井
上
裕
ニ
ヨ
ー
チ
は

２
０
０
６
年
世
界
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
選
手
権
大
会

（開
催
逸
離
イ

帝第
６２
回
全
日
本
大
学
対
抗
自

転
車
競
技
選
手
権
大
仝
企

に
お

い
て
、
本
学
体
育
会
自
転
車
競

技
部
が
昨
年
に
続
き

『総
今
５

位
‐
の
成
績
を
獲
得
し
た
。

「ト
ラ
ッ
ク
・
ロ
ー
ド
種
目
９

種
目
」
の
総
〈
口得
言
零

争

つ
全

恩
本
イ
ン
カ
レ
で
、
準
優
勝

・

３
位
入
賞

，
５
位
入
賞
が
各
と

軽
日
、
６
位
入
賞
３
種
目
な
ど

の
成
績
を
収
め
、
参
加
大
学
５。

校
中
で

「総
合
５
位
こ
の
成
績

な
、
創
部
４
年
目
で
す
で
に
強

兵
校

の
と
つ
と
し
て
笠
性
づ
け

ら
れ
る
ま
で
と
な

っ
た
ｃ

ま
た
、
西
日
本
イ
ン
カ
レ
総

タ
リ
ア

・
ト
リ
ノ
市
）
の
女
子

サ
ー
ブ
ル
コ
ー
チ
と
し
て
も
劇

行
し
、
こ
の
春
本
学
を
卒
業
し

た
中
蜘
セ
イ
ラ
選
手

（現
在

・

大
垣
共
立
銀
行
勤
務
）
と
共

に

参
職
９
ど

ッ
ク
大
会
で
の
タ
イ

ト
ル
を
か
け
手
腕
を
ふ
る
う
こ

と
と
な

っ
た
。

合
優
勝
、
全
日
本
イ
ン
カ
ン
総

合
５
位
の
好
成
績
を
収
め
た
自

転
車
競
技
部
は
、
中第
４７
圃
全
瑠

本
学
生
選
手
権
大
会
媒
に
望
み

タ
ン
デ
ム
ス
プ
リ
ン
ト

（２
人

乗
り
自
転
車
の
競
技
）
で
み
ご

と

一
３
位

・
７
位
」
の
ダ
ブ
ル

入
賞
チτ
は
た
し
た
。

な
お
、
タ

ン
デ
ム

Ｓ
Ｐ
で
は

２
０
０
３
年
の
創
部
以
来
４
年

連
続
の
企
日
本
学
生
選
手
推
大

会
で
の
入
賞

（ダ
ブ
ル
入
賞
は

２
年
連
続
）
と
な

っ
た
。

チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
で
準
優
勝
を
獲
得

院内講義堂で大議先生の講渡を受講開会式で「総合成績 6位 1を受賞

本
学
体
育
会
フ
エ
ン
シ
ン
グ

慕
の
井
れ
裕
二

（就
職

，
課
外

活
動
支
援
課
）
コ
，
チ
が
、働
ヨ

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の

「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
コ
ー
チ
」
に

バ
ン
…
ボ
ー
ル
が
優
勝
。
準
覆

式
野
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
の
郡
鶏
で
３
位
の
上

位
入
貨
を
釆
た
し
た
。

次
国
第
締
風
大
会
は
松
本
歯

科
大
学
の
事
務
主
管
に
て
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
大
会

か
ら
逸
場
資
袴
の

一
部
故
王
が

行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で

一将
来
、

歯
科
顔
師
に
な
る
者
」
と
競
定

さ
れ
て
い
た
崩
場
資
格
が
、
「猿

避
大
学
熊
開
違
―
フて
い
る
蔽
科

委
嘱
さ
れ
た
。

本
学
で
な
、
既
に
体
云
具
奉
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
井
上
義
滞
監

督
が
曜
委
員
会
の
マ
小
ジ
メ
ン

ト
ス
タ
ッ
フ
（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
｝

衛
生
士
学
校
及
び
歯
科
技
工
と

学
校
」
の
生
徒

（学
生
）
も
参

加
で
き
る
よ
う
改
め
ら
れ
た
。

近
年
、
多
様
化
さ
れ
た
歯
科

医
師
国
家
試
験

へ
の
猪
藩
な
ど

「オ
ー
ル
デ
ン
タ
ル

（劇
大
会

の
趣
称
隼
ｒ
を
取
り
ま
く
情
勢

は
極
め
て
巌
し
く
な
っ
て
き
て

は
い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
と
学
業

と
の

一文
武
両
達
嘩
と
い
う
戦

日
大
学
の
伝
統
が
今
後
も
継
承

さ
れ
る
こ
と
が
華
ま
れ
る
◆

Jiえると 大争名 得点

優勝 日本大学撫学部 髯54

挙優勝 日本大手松戸再学部 429.26

3位 矮錮学院大学議学部 1]3,5

4位 大F歩反歯税大学 99

51立 東京歯慕大学 9725

6後 報遷ヨ大学歯学部 825

ヲ位 九州歯李t大学 8825

3r立 大叛大学態学部 7025

9行 鶴見大学基学郡 ′O,25

10撹 北海道医療大学数学部 64

11位 翔本歯が1大学生会歯学部 635

Л2位 掘鐵由科大学 57

13位
`三

手震科大学歯学罪 515

]猛立 翔本歯科大学新淵生命盛学患5 485

15位 神奈サ1士簡科大学 44_5

16位 茉宗医科歯科大学麹学部 4425

17ね立 競触大学態学部 42

R8位 口月海大学歯学部 98

母9位 E召碧大学歯学部 376

20住 新潟大学歯学部 37

2E位 立流通大学歯学部 30

22位 棄癖と大学歯学部 2875

2342 彰ヽ本歯料大学 2325

24位 広島大鬱歯学部 27

254堕 奥羽大学盛学部 2`1

28逮_ 徳島大学着学部 285

27塩立 ゑ如大学羞学部 155

28て立 長嬌大学歯学喜8 ]3

29ね立 鹿児島大学痴学部 85
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本
学
体
育
会
車
球
部
女
子
は
、
　

近
い
将
来
、
「携
女
ア
ベ
ッ
ク

名
古
猛
南
乾
程
島
ス
ポ
ー
フ
セ

一
優
勝
」
の
期
待
が
か
か
る
ｃ

ン
タ
ー
で
撫
常
さ
れ
た

「束
湯

学
生
卓
球
秩
季
リ
ー
グ
戦
」
准

出
場
Ｌ
、
強
故

の
菱
知
工
業
大

学
を
彼
り
、
全
捗

（５
勝
）

の

成
績
を
収
め
、
ナ憲

一と
８
季
連

続
の

「
１
部
り
…
グ
優
勝
手
を

成
ｔ
フ遂
げ
た
◆

ま
た
、
奉
卒
２
部
リ
ー
グ
で

優
勝
し
、
快
逸
撃
を
続
け
て
い

る
車
球
絡
男
子
は
、
今
季
か
ら

１
都
〕
‥
グ
が
活
躍
の
舞
台
た

な

っ
た
が
、
書
職
む
な
Ｌ
く
第

３
位
の
成
績
住
推

っ
た
ｃ

与
壱

身
r

i

干

r

ム
全
員
業
大
避
市
親
量
ホ
ッ
ケ

ー
場
な
か
で
開
催
さ
れ
た

一第

３４
用
藤
日
本
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
入（企

庁
卜お
い
て
、
本
学

体
育
会
ホ
ッ
ケ
ー
郡
は
、
天
理

大
学
、
イぃＶ
一命
館
大
学
に
繊
き
「第

３
位
韓
の
成
績
を
収
め
た
◆

ま
た
、
「束
海
学
生
６
入
制
ホ

ブ
ケ
，
大
会
峯
で
な

一優
勝

・

準
優
勝
４
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

今
後
、

，１、
ッ
ケ
ー
部
の
金
需

本
で
の
活
鷲
、
施
顧
本
リ
ー
グ

で
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ

れ
る
ｃ

との対戦

◆2086年度 体育会強化野重巨活動状況◆

金轟本男子
との
交流試合
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乖

輩
霞

ヽ
撃
奪
|

織
瓶
飛
盆
感
越

留
学
生
別
科
１０
月
入
学
生
歓

迎
パ
ー
テ
ィ
‥
が
小
学
６
号
館

食
章
で
開
催
さ
れ
た
。

今
秋
の
新
入
■
２５
名
ほ
Ю
月

２
畑
筆
学
部
た
Ｌ
共
に
入
学
式

を
終
え
、
こ
れ
か
ら
と
年
蘭
ゝ

学
慕

，
大
学
院

へ
の
進
学
を
目

指
し
、
懲
本
語
を
中
小
に
学
習

す
る
こ
と
と
な
る
。

歓
辺
パ
ー
テ
ィ
こ
で
は
、
長

坂
学
長
を
感
じ
め
と
し
て
学
内

の
教
職
長
が
多
数
懲
痛
し
、
新

入
れ
を
あ
た
た
か
く
迎
え
た
。

は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
た
新
入

生
た
ち
も
、
歓
避
の
換
拶
、
乾

杯
の
発
声
が
終
わ
り
、
パ
ー
テ

対
策
の

一
素
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
る
行
事
で
、
各
企
業
の
人

事
採
用
担
当
者
を
籍
き
、
日
頃

の
本
学
に
対
す
る
支
援

へ
の
感

謝
と
、
本
宇
教
職
員
と
の
よ
り

一
層
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
離
機
と
し
開
催
さ
れ

て
い
る
。

本
年
は
愛
籍
果
、
壌
芋
祟
の

企
業
を
中
心
に
、
お
お
よ
そ
３

０
０
名
の
人
事
担
当
者
の
参
加

が
あ

つ
た
。

今
隠
の
講
演
ナ
，
マ
は

「裁

判
員
制
度
が
企
業
に
与
え
る
影

響
ζ
た
っ
守
私
も
致
報
員

，と

（講
婦
怪
法
学
纂
大
野
正
博
助

教
授
）
で
、
「企
業

・観
人
」
に

と

っ
て
も
関
心
の
深
い
議
演
内

容
に
、
森
娘
者
は
執
な
，，に耳
を

傾
け
て
い
た
。

講
演
会
終
了
後
は
、
懇
親
会

イ
ー
が
す
す
む
と
、
劇
李ｉｒ
の
先

輩
や
基
癖
者
と
に
こ
や
か
な
表

情
で
秦
し
く
歓
談
し
て
い
た
。

新
入
生
た
ち
が
、
将
来
日
本

と
諸
外
国
と
の
架
拶
橋
盛
、
ま

た
、
扇
際
未
来
社
会
を
切
り
開

く
人
材

へ
と
育

つ
こ
と
が
羅
わ

れ
る
。

こ
の
た
び
１
号
鱚
３
階
の
学

生
ホ
ー
ル
が
改
装
さ
れ
、
「
Ｓ
Ｔ

Ｕ
Ｄ
Ｂ
Ｎ
Ｔ
　
Ｌ
Ｏ

Ｕ
Ｎ
Ｇ

二
』
が
完
成
し
た
。

学
生
本
―
ル
は
、
申
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ

が
開
催
さ
れ
、
参
加
着
と
本
学

教
戦
員
と
が
学
生
の
現
状
、
企

業
の
採
用
状
況
、
卒
業
生
の
近

Ｅ
Ｎ
Ｔ
　
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
一
と

帝オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
』
か
ら

な
り
、
学
生
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

施
設
と
し
て
改
装
、
自
習
室

・

休
憩
室
と
し
て
利
用
で
き
、
ョ

，
と
，

，
お
秦

ｆ
ン゙
ュ
ー
ス
等

の
他
、
パ
ン

。
お
艇
ぎ
り
の
自

動
販
売
機
も
６
台
設
置
さ
れ
、

飲
食
も
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
警
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｂ
転
に
は
、
ボ
ッ

ク
ス
席
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

本
学
が
定
め
る
体
業
日
を
除
く

月
曜
霞
か
ら
土
曜
日
の
午
前
８

況
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
情
報

交
換
を
行
い
、
有
意
義
な

坤講

演
と
懇
貌
の
ハ
歪

と
な

っ
た
。

等
か
ら
午
後
Ю
時
ま
で
利
用
が

で
き
る
。

利
用
に
際
し
て
は
、
「使
用
心

得
準
を
通
守
し
、
清
掃
に
心
掛

け
第
二
い
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

みんなで勉強ガンバリます :

各種自販機も設置されているボックス席が配置されたSTUDENT LOじ NGE


